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２．２ 切断法 

問１ 図１のような荷重を受けるトラスの部材 A-B、B-C、C-D材に生じる軸方向力を求めよ。 

 

. 

 

 

 

 

 

解）反力は図２に示すように容易に分かる。図２を切断法で ABN を求める場合、 CBN と CDN の交点 C

について曲げモーメントのつり合い式を作ればよい。 

  011325.7 =×+×−×=Σ mNmkNmkNM ABC 、 kNN AB 12−= で圧縮材である。 

同様に 

  01132335.7 =×−×−×−×=Σ mNmkNkNmkNM CDB 、 kNNCD 5.13−= で圧縮材である。 

CBN 材の値は平行弦トラスの特徴をいかして次のように解く。図２でY方向の応力のつり合い式から、

045cos335.7 =+−−=Σ CBNkNkNkNY 、 kNNCB 25.1−= の圧縮である。 

 

問２ 図１のような荷重を受けるトラスの部材 A-C材に生じる軸方向力を求めよ。 

 

. 

 

 

 

 

 

解）反力は図２に示すように容易に分かる。図２を切断法で ACN を求める場合、平行弦トラスを利用

する。切断面に対する y方向の釣合い式より 

  035.7 =−−=Σ ACNkNkNY 、 kNN AC 5.4= で引張材である。 

 

問３ 図１のような荷重を受けるトラスにおいて、A-B 材に生じる軸方向力を求めよ。ただし、軸方

向力は引張力を｢＋｣、圧縮力｢－｣とする。但し、 tP 8= 、 ml 4= とする。 
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（解）反力は右支持点ローラーの点に関する曲げモーメントの釣り合い式から、 

   02 =×−×=Σ lVlPM より左支持点の反力は、下向きに 2/PV = となる。 

図 2に示すようになる。平行弦トラスであることを利用すると 

   0sin2/ =+−=Σ θABNPY から tPN AB 242/2 == で引張応力である。 

 

問４ 図１のような荷重を受けるトラスにおいて、部材 A-Bに生じる軸方向力を求めよ。ただし、軸

方向力は引張力を「＋」、圧縮力を「―」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

（解）まず、反力 CV を求める。トラスは対称系であるから、 PVC 2= となる。図２のように切断する。

平行弦トラスであるから、図２を自由体と考えるとY 方向の釣り合いにより 

  0cos =−−=Σ θABC NPVY で 2/1cos =θ だから、 PN AB 2+= が得られる。 

 

問５ 図１のような荷重を受けるトラスにおいて、部材 A-Bに生じる軸方向力を求めよ。ただし、軸

方向力は引張力を「＋」、圧縮力を「―」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

（解）まず、反力 CV を求める。トラスは対称系であるから、 PVC 2= となる。図２のように切断する。

図２を自由体と考えると x点での曲げモーメントの釣り合いから 

  03 =×+×−×=Σ iNlPlVM ABCX 、 PN AB 5−= が得られる。よって引張応力となる。 
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問６ 図１のような荷重を受けるトラスの部材 A-Bに生じる軸方向力 ABN 、 ACN 、 CDN を求めよ。た

だし、引張りを（＋）、圧縮を（－）とする。 

. 

 

 

 

 

 

 

（解）図２から A点に関する曲げモーメントの釣り合いから、 

  0385.1346 =×−×−×=Σ mNmkNmkNM CDA 、 kNNCD 0.28−=  

 C点に関する曲げモーメントの釣り合いから、 

  03125.138645 =×+×−×+×=Σ mNmkNmkNmkNM ABC 　 、 kNN AB 3.31+=  

 切断面における y方向の釣り合いから、 

  0sin5.1365 =++−−=Σ θACNkNkNkNY 、 kNN AC 166.4−=  

 

問７ 図１のトラスで、部材 A-Bの応力を切断法で求めよ。ただし、部材断面はすべて等質等断面と

する。引張を｢＋｣、圧縮を｢－｣とする。 

（解） 

  反力は両端共に PV 3= である。 

06164 =−+−=Σ ABC mNPmPmM  

  PN AB 2= （引張） 

 

 

 

 

問８ 図１のトラスで、部材 C-Gの応力を切断法で求めよ。ただし、部材断面はすべて等質等断面と

する。引張を｢＋｣、圧縮を｢－｣とする。 

（解）反力は図１のようになる。左側の自由体を 

考え、平行弦トラスだから、Y方向の釣合い式 

より 

 045sin42 =++−−=Σ
o

GCNPPPY  

  PNGC 2−= （圧縮） 
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問９ 図１のトラスで、部材 C-Gの応力を切断法で求めよ。ただし、部材断面はすべて等質等断面と

する。引張を｢＋｣、圧縮を｢－｣とする。 

（解）反力は図１のようになる。右側の自由体を 

考え、平行弦トラスだから、Y方向の釣合い式 

より 

 045sin =++=Σ
o

GCNPY  

  PNGC 2−= （圧縮） 

 

 

問 10 図 1 のトラスで、部材 F-G の応力を切断法で求めよ。ただし、部材断面はすべて等質等断面

とする。 

 

 

 

 

 

 

（解）図 2のように切断した自由体の C点に関する曲げモーメントの釣り合いを考えると 

    044384 =×+×−×=Σ mNmPmPM FGC  

よって、 PNFG 5−= で圧縮応力である。 

 

問 11 図 1 のトラスで、部材 C-G の応力を切断法で求めよ。ただし、部材断面はすべて等質等断面

で直方体と筋かいで構成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

（解）図 2のように切断した自由体を考える。平行弦トラスであるから鉛直方向に関する力の釣り合

いを考えると 

    05/33 =×+−−=Σ GCNPPPY  

よって、 3/5PNGC −= で圧縮応力である。 
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問 12 図 1 のトラスで、部材 F-G の応力を切断法で求めよ。ただし、部材断面はすべて等質等断面

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）図２のように切断して、C点に関する曲げモーメントの釣り合いを求めると 

   064487 =×+×−×=Σ mNmPmPM FGC  

から、 3/20PNFG −= となる。よって部材応力は圧縮応力である。 

 

問 13 図 1のトラスで、部材 G-Hと B-Cの応力を切断法で求めよ。ただし、部材断面はすべて等質

等断面で直方体と筋かいで構成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

（解）図２のように切断して、C点に関する曲げモーメントの釣り合いを求めると 

   0348346 =×−×−×−×=Σ mNmPmPmPM GHC  

から、 3/4PNGH −= となる。よって部材応力は圧縮応力である。 

G点に関する曲げモーメントの釣り合いを求めると 

   0343 =×+×−=Σ mNmPM BCG  

から、 PNBC 4+= となる。よって部材応力は引張応力である。 
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問 14 図２のトラスで、部材 F-G の応力を切断法で求めよ。ただし、部材断面はすべて等質等断面

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

（解）図 Aで切断した、左側を自由体として C点に関する曲げモーメントの釣り合いを求めると 

  04824 =×−×+×=Σ mPmPmNM FGC 、 PNFG 3−= となり圧縮応力である。 

 

問 15 図３のトラスで、部材 C-Iの応力を切断法で求めよ。ただし、部材断面はすべて等質等断面と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）図 A で切断し左側を自由体とし、平行弦トラスであるから Y 方向の釣り合いを求めると  

0
2

32 =−+−−−=Σ
CIN

PPPPY から PNCI 2−= となり圧縮応力である。 

 

問16 図１のようなトラス構造物がある。節点はすべてピン接合であり、すべての部材の断面積はA、

ヤング係数は Eとし、節点はピン接合である。部材応力がゼロの部材に○を付けよ。反力を求めて X

部材の応力を求めよ。 
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 図２から A点の曲げモーメントの釣り合いは、 018303 =×−×=Σ BA RmPM 、 PRB 5=  

Y方向の釣り合いから、 053 =++−−=Σ ARPPPY 、 PRA −=  

 C点の曲げモーメントの釣り合いから、 0666 =×+×−×−=Σ mNmPmPM YC 、 PNY 2=  

 平行弦トラスであるから Y方向の釣り合いを利用して、 04sin =+−−=Σ πXNPPY 、 PN X 22=  

X方向の釣り合いから、 022 =+++=Σ ZNPPX 、 PNZ 4−=  

 

問 17 図１のようなトラス構造物がある。節点はすべてピン接合であり、すべての部材の断面積は A、

ヤング係数は Eとし、部材応力がゼロの部材に○を付けよ。反力を求めて X部材の応力を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 02021642 =×+×−×=Σ mPmRmPM BA 、 PRB 3= 、 0232 =−+−=Σ PPPRY A 、 PRA =  

 切断法により部材 Xの応力を求めると平行弦トラスであるから、図２より 

022 =+−=Σ xA NPRY 、 PN x 2=  

 

問 18 図１のようなトラス構造物がある。節点はピン接合であり、すべての部材の断面積は A、ヤン

グ係数は Eとし、A-B、B-C、C-D材の応力を切断法で求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）反力は X点の曲げモーメントの釣り合いより次式となる。 

02041644 =×+×−×=Σ mPmRmPM YX 、 PRY 6= 、 0464 =−+−=Σ PPPRY X 、 PRX 2=  

切断面を図２のように考えると C点の曲げモーメントの釣り合いから 

    044482 =×+×−×=Σ mNmPmPM ABC である。 

平行弦トラスであるから、X方向の釣合より、 0=+=Σ CDAB NNX 、 

Y方向の釣合いより、 042 =+−=Σ CBNPPY となる。よって、 0=ABN 、 0=CDN 、 PNCB 2= である。 
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問 19 図１のようなトラスで C材の応力を切断法で求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）図２から A点に関する曲げモーメントの釣り合い式を求めると 

   0244 =×+×=Σ CA NmPM から、 2/PNC −=  

 

問 20 図１のトラス構造で C-E材、B-E材、B-F材の応力を切断法で求めよ。（数式解法も有り） 

但し、部材断面は等質等断面で、 kNP 101 = 、 kNP 162 = とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）トラスの解の特性から、 immi NN = で C-D材と D-E材の応力はゼロである。 

 図２の xx線の自由体で切断すると C点についての応力は、平行弦トラスであるから、 

X 方向の釣り合い式より、 045cos1 =+=Σ
o

CENPX から、 kNNCE 210−=  

Y 方向の釣り合い式より、 0)2/1210(45sin =×−−−=−−=Σ CBCECB NNNY o から、 kNNCB 10=  

 図３の yy線の自由体で切断すると、 

X 方向の釣り合い式より、 045cos21 =++=Σ
o

BFNPPX から、 kNN BF 226−=  

Y 方向の釣り合い式より、 0)2/1226(45sin =×−−−=−−=Σ BABFBA NNNY o から、 kNN BA 26=  

図３の zz線の自由体で切断すると、 

X 方向の釣り合い式より、 045cos =−−=Σ
o

ECEB NNX から、 kNN EB 10=  

Y 方向の釣り合い式より、 02/121045sin =×−−=+−=Σ EFECEF NNNY o から、 kNN EF 10−=  
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問 21 図１のトラス構造で B-C材、C-E材、A-E材の応力を切断法で求めよ。（数式解法も有り） 

但し、部材断面は等質等断面で、 kNP 101 = 、 kNP 162 = とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）トラスの解の特性から、 immi NN = で A-F材、 C-D材と D-E材の応力はゼロである。 

 図２の xx線の自由体で切断すると C点についての応力は、平行弦トラスであるから、 

X 方向の釣り合い式より、 045cos1 =+=Σ
o

CENPX から、 kNNCE 210−=  

Y 方向の釣り合い式より、 0)2/1210(45sin =×−−−=−−=Σ CBCECB NNNY o から、 kNNCB 10=  

 図３の yy線の自由体で切断すると、 

X 方向の釣り合い式より、 045cos21 =−+=Σ
o

EANPPX から、 kNN EA 226=  

図３の zz線の自由体で切断すると、 

X 方向の釣り合い式より、 045cos45cos =−−−=Σ
oo

EAECEB NNNX から、 kNN EB 16−=  

Y 方向の釣り合い式より、 045sin45sin =+−−=Σ
oo

ECEAEF NNNY から、 kNN EF 36−=  

 

問 22 図１のトラス構造でＡ、Ｂ、Ｃ材の応力を切断法で求めよ。但し部材は等質等断面である。 

 

 

 

 

 

 

 

（解）まず、反力を求める。 015218321224 =×−×−×−×=Σ lPlPlPlVM AB から、 PVA 5= となる。 

   044222 =−+−−−−=Σ PVPPPPVY BA から、 PVB 14= となる。 

  図２のように xx断面で切断すると、平行弦トラスの特徴を生かし、 

  0sin225 =+−−=Σ θBNPPPY から 4/5PN B −= で圧縮応力となる。 )5/3cos5/4(sin == θθ 、  

  次に、Ｄ点に関する曲げモーメントの釣り合いから、 

  04326295 =×−×−×−×=Σ lNlPlPlPM CD から、 4/27PNC = で引張応力となる。 

  Ｅ点に関する曲げモーメントの釣り合いから、 

  043265 =×+×−×=Σ lNlPlPM AE から、 PN A 6−= で圧縮応力となる。 
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問 23 図１のトラス構造でＡ、Ｂ、Ｃ材の応力を切断法で求めよ。但し部材は等質等断面である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解）まず、反力を求める。 02410218216 =×−×−×−×=Σ lPlPlPlVM AB から、 PVA 4= となる。 

   0422 =+−−−=Σ BA VPPPVY から、 PVB 4= となる。 

  図２のように xx断面で切断すると、平行弦トラスの特徴を生かし、 

  0sin24 =+−=Σ θBNPPY から PN B 5−= で圧縮応力となる。 )5/52(sin =θ  

  次に、Ｄ点に関する曲げモーメントの釣り合いから、 

  048264 =×−×−×=Σ lNlPlPM CD から、 PNC 2= で引張応力となる。 

  Ｅ点に関する曲げモーメントの釣り合いから、 

  044244 =×+×−×=Σ lNlPlPM AE から、 PN A 2−= で圧縮応力となる。 
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